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原著

要旨

Abstract

医療検査学科 3年後期の専門科目「臨床検査学発展演習」は、2019年度に新たに開講した科目である。こ
の授業の目的は、各臨床検査学で学んだ知識をさらに発展させることである。我々は、その科目において、学
生がどのようなコンピテンシーを伸ばし、それによってどのように成長したと感じたのか、さらに本科目が得
た成果を明らかにすることを目的として研究を行った。
授業終了時に、学生に対して、複数選択、5段階評価および自由記述形式のアンケートを実施した。複数選

択と 5段階評価については、記述統計解析を行い、自由記述についてはテキストマイニング解析を実施した。
その結果、学生は「臨床検査学発展演習」を通して、「協調性・協働力」「情報力」「表現力」「専門力」を伸ば
せたと回答し、本科目の授業方法であるグループワークとグループワークに設定した課題がこれらのコンピテ
ンシーの向上に寄与したことを明らかにした。

キーワード：コンピテンシー、臨床検査技師教育、専門科目
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緒言

変化の激しい社会、予測不可能な世界、専門家
さえ答えをもっていない世界において求められる
力として、限られた情報をもとに、「自立」した個
人が、知恵を出し合い、「協働」して、「創造」的
に問題解決を図っていくといった「社会を生き抜
く力」すなわちコンピテンシーが必要といわれて
いる 1）。諸外国では、21世紀型の資質・能力の育
成と学びのイノベーションといった教育改革が進
められ、コンピテンシーに基づく教育改革が展開
されている 1）。わが国に目を向けると、文部科学省
は、諸外国におけるコンピテンシーに基づく教育
改革の潮流を踏まえ、「育成すべき資質・能力を踏
まえた教育目標・内容と評価の在り方に関する検
討」がなされている 2）。
臨床検査技師分野に目を向けると、国際臨床検
査技師連盟は、世界の臨床検査技師の社会的な地
位・教育・業務範囲などの現状の情報交換とコア・ 

コンピテンシー（core competency）、すなわち基
礎的な知識と技術を世界レベルで共有していくと
ころに視点を置いて活動している 3）。
このような社会情勢を踏まえ、神戸常盤大学で
は、2014（平成 26）年に教育イノベーション機構
を設置し、学部・学科の枠を超えた全学的な教学マ

ネジメント改革に着手し、2017年度にカリキュラ
ム改革を行った 4）。その中で、全学のアドミッショ
ンポリシー（AP）、カリキュラムポリシー（CP）、
ディプロマポリシー（DP）を作成し、また本学独
自のスチューデントサポートポリシー（SSP）と、
アセスメントポリシー（ASP）を作成した 4）。また、
正課内だけではなく、正課外に加え準正課を本学独
自に設定するとともに、これらをつなぐために 19

の「ときわコンピテンシー」も併せて設定した 4）。
このような中、本学医療検査学科では、臨床検査
技師教育において単なる専門職の育成に留まらず
「社会を生き抜く力」としてコンピテンシーの育成
を目指したカリキュラムを構築し、2017年には、
「コンピテンシー」に基づく履修指導（支援）を実
践し、学生の学修ならびに成長の支援方法を検討
した 5）。

2017年度から新たに開始された「基盤教育分野」
カリキュラムは、「ときわコンピテンシー」の修得
を目指して設計されたものである 6）。このうちとく

に本学独自の初年次教育科目である「まなぶる
ときわびとⅠ」（1年生前期）、「まなぶる とき
わびとⅡ」（1年生後期）6）7）においては、学生はコ
ンピテンシーを強く意識して学修するのであるが、
両科目を含む多くの基盤教育科目を履修した後の 2

年次以降は、学生がコンピテンシーを意識する機

of hea lth sciences , Kobe Tokiwa University. The subject started in 2019. The a im of this 

practicum is students’ knowledge development in their courses. To investigate what competencies 

students bring up, how they bring up, and assess the outcomes of this practicum, we performed 

a questionnaire that involved multiple selections, f ive-grade evaluation, and free description. 

Regarding items of various sections and five-grade assessment, analysis was performed using 

descriptive statistics. Regarding free description, text-mining analysis was performed. Results 

show that students bring up their competencies of cooperation & collaboration, media literacy, 

presentation , and professional expertise. Furthermore, results suggest that group work and 

assignments in this practicum contribute to increasing student competencies.

Key words: competency, medical technology education, specialized subject
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会がそれほどないのではないかと考えた。
そこで本学の教学マネジメント改革の理念をも
とに「基盤分野と専門分野を有機的に接続し、臨
床検査技師に必要なコンピテンシーをさらに伸ば
す」ことを目的に、上記のカリキュラム改革の中
で、発展的な科目として 3年次後期に「臨床検査
学発展演習」を新設し、コンピテンシーの育成を
意識した授業実践を行った。
「コンピテンシー」「臨床検査」「教育」をキー
ワードして CiNiiで文献検索を行ったが、臨床検査
技師教育課程におけるいわゆる指定規則上の専門
科目の中でコンピテンシー育成のための科目配当
や授業内容、そしてその成果や効果を明らかにし
たわが国における文献は、検索時点では 0件であっ
た。他の医療職、たとえば看護教育では看護学士
課程教育における看護実践能力であるコアコンピ
テンシーと卒業時到達目標についての検討 8）が進
められ、以前から内容にコンピテンシーを含む多
数の論文等が発表されている 9–11）。しかし臨床検査
領域では検査技師の実践能力としてのコンピテン
シーに触れた報告 12）等が一部見られるが、学士教
育に関する原著・報告においてコンピテンシーを
扱ったものは見られない。臨床検査技師教育を目
的とした論文発表の場としては、2009年に臨床検
査技師養成施設協議会によって発行が開始された
学会誌「臨床検査学教育」がある。「臨床検査学教
育」には臨床検査技術の開発・検討と臨床検査技
師養成課程における教育研究の 2つの分野での原
著または報告が掲載されているが、教育研究につ
いては課程科目についての実践例とアンケートに
よる評価・解析が主となっている。
今回本科目では特定の専門職のコンピテンシー
とは異なり、本学の教育目標にあげられ、本学の
ディプロマポリシーで到達目標とされている諸能
力としてのコンピテンシーを提示し、その育成を目
指して学生を指導した。本研究は専門科目である
「臨床検査学発展演習」において専門職に留まらな
い、しかしその基盤となる本学が掲げるコンピテ

ンシーのうち学生がどのようなコンピテンシーを
伸ばし、成長したと感じたのか、本科目の成果と
課題を明らかにすることを目的とした。

専門科目「臨床検査学発展演習」の概要

「臨床検査学発展演習」は医療検査学科 3年次後
期開講の専門分野、総合・発展医療検査系の選択
科目である。学修の到達目標を「3つの臨床検査分
野に関する知識を活用し、本演習に能動的に取り
組むことで自ら考える態度や科学的思考力伸ばす」
と設定した。また、評価項目を以下の 5項目と設
定し、専門科目の学修を通してこれらのコンピテ
ンシーを伸ばすことを目的とした。
①専門的な知識を理解し活用する力（専門力）
②知識をもとに論理的に思考する力（論理的思
考力）

③課題に対し、批判的に思考する力（批判的思
考力）

④自らの考えや知識を表現し、他者に伝える力
（表現力）
⑤協調してグループワークを進める力（協調性・
協働力）の 5つの力（コンピテンシー）

本科目は 2017年度のカリキュラム改訂で新設し
た科目である。調査を実施した 2019年度が最初の
開講年度であり、本科目を選択した学生数は 22名
であった。本授業では、生理機能検査、遺伝子・
染色体検査、臨床化学検査の 3つの臨床検査分野
それぞれについて課題を出し、その課題に対して 3

～ 6名のグループワークを行い発表する形式で授
業運営を行った。
各々の分野のテーマとねらいを表 1に、また、

各回の授業内容を表 2に示す。分野ごとのねらい
やグループワークの進め方を変えることで、多様
なコンピテンシーを伸ばすことを意図した。
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表1　「臨床検査学発展演習」の分野ごとのテーマ・ねらい

表2　「臨床検査学発展演習」の授業内容
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方法

1．対象
今回解析に用いたのは、2019年度に「臨床検
査学発展演習」を履修した学生 22名に対して、
Googleフォームを利用して無記名での回答協力を
依頼したアンケートへの 21名の学生の回答である。

2．アンケートの調査項目
アンケートの調査項目は表 3に示すとおり、コ
ンピテンシーの育成に関する「臨床検査学発展演
習」の成果と課題を明らかにするための 10項目と
した。

3．解析方法：記述統計と計量テキスト分析・テキ
ストマイニング
アンケートデータのうち、頻度で示される回答
に対しては記述統計を、自由記述回答に対しては
計量テキスト分析・テキストマイニング 13）を実施

した。
計量テキスト分析・テキストマイニングには、
フリー・ソフトウェアである KH Coder（Ver. 

3.Alpha.9）14）を用いた。
なお、本稿では、計量テキスト分析・テキスト
マイニングを、「計量的分析手法を用いてテキスト
型データを整理または分析し、内容分析（content 

analysis）を行う手法」13）とする。そして今回は、
「自動抽出した語を用いて、恣意的になりうる操作
を極力避けつつ、データの様子を探る段階」とし
ての、頻出語の抽出、共起ネットワークの作成に
とどめ、「分析者が主体的かつ明示的にデータから
コンセプトを取り出し、分析を深める段階」に踏
み込んで、分析者がデータに対してなんらかの「評
価」を行うことはしなかった。
ここで共起ネットワークを解析に用いた背景に
ついて述べる。今回の解析を通して把握に努めた
いのは、学生が主観的に捉えた設問ごとの回答の
〈意味〉である。〈意味〉とは、たとえば〈梨〉は

表3　アンケートの設問項目
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（日本では）、「黄緑～薄茶色」「食べられる」「甘い」
「みずみずしい」「秋」などさまざまな意味を含んで
いるが、それは通常目で見て捉えることはできない
ものである。そして、〈意味〉とは、「個々独立にで
はなく、1つの集まりとして」存在している 15）16）。
クワイン（Willard van Quine）17）によれば、われ
われの知識（信念）は、1つの集まりとして、相互
に構造的に連関し合った 1つのネットワークとし
てみるべきなのである。
昨今の複雑ネットワークの理論 18）では、たとえ
ば、単語の連想実験を行った結果、全体の 96％の
単語が 1つの大きな集団（連結ネットワーク）を
成すことが明らかとなっている。つまり概念や信
念は、それぞれ個々独立に切り離されて存在する
のではなく、互いに意味的に連関し合い、あるも
のとは緊密に、あるものとは疎な関係性のもとネッ
トワークを構成し、そうした〈意味〉の張り巡ら
された世界を私たちは生きているのである。した
がって、今回の解析を通して捉えたいのは、「臨床
検査学発展演習」の学修に対して学生が捉える〈意
味〉の全容である。
本稿での解析結果としての共起ネットワークで
は、出現数の多い語ほど大きいノード（頂点）で
描画されること、共起関係が強いほど太いエッジ

（線）で描画されること、ブルーから濃いピンクに
なるほど媒介中心性の高いノードであることを表
す。

4．倫理的配慮
「臨床検査学発展演習」を受講する学生に対して
は、初回授業時に、本科目の中で提出されたレポー
トおよびアンケート結果を、授業改善のために研
究材料として使用すること、途中中断や辞退の権
利、プライバシーの保護、データの匿名化、同意
しなくても一切の不利益を被らないことなどにつ
いて口頭および書面にて説明し、文書による同意
を得た。

結果

1．設問①について
「臨床検査学発展演習」で目的とした 5つのコン
ピテンシーのうち、伸ばすことができたものとし
ては、「協調性・協働力」が最も多く、続いて「論
理的思考力」「専門力」「表現力」が多かった。最
も少なかったのは「批判的思考力」であった（図
1）

図1　設問①この演習で伸ばすことができた5つのコンピテンシー
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2．設問②について
「設問①以外のコンピテンシーで伸ばすことがで
きたもの」としては、「探究力」が最多で、続いて
「傾聴・対話力」「情報力」「貢献力」などが多かっ
た。少なかったものは「常識力」「継続力」「自己
管理力」「省察力」「判断力」であった。（図 2）

3．5段階評価の設問③、⑥、⑦、⑧、⑨について
設問③「この演習を履修して良かった」、設問⑥

「この演習に能動的に取り組んだ」、設問⑦「この

演習でこれまで履修した他の専門科目で学んだ知
識が活かせた」、設問⑧「この演習で、自ら考える
態度が伸ばせた」、設問⑨「この演習で、科学的思
考力が伸ばせた」の結果を図 3に示す。すべての
設問に対して肯定的な評価が多かったが、設問⑨
の「科学的思考力が伸ばせた」との問いについて
は、他の設問と比較してやや評価が低かった。

4．設問④について
「この演習を履修して良かったと思うところ」の

図2　設問②　設問①以外の14項目でこの演習を通して伸ばすことができたコンピテンシー

図3　設問③、⑥、⑦、⑧、⑨の評価
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自由記述をテキストマイニングで解析した。表 4

に頻出語を、図 4に共起ネットワークを示す。頻
出語として「授業」「理解」が多く見られたが、（続
いて「意見」「取り組む」「出来る」「少人数」「内
容」「課題」「学習」「知る」「知識」「分野」「話し

合う」などが抽出された。）共起ネットワークでは
「課題」「知識」の媒介中心性が高く、「課題」は
「意見」「考える」「取り組む」「少人数」と、「知識」
は「授業」「学習」「復習」「深める」などと共起関
係にあった。

表4　設問④の頻出語

図4　設問④の共起ネットワーク
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5．設問⑩について
「この演習についての感想・意見（改善すべき点
等々）」の自由記述をテキストマイニングで解析し
た。表 5に頻出語を、図 5に共起ネットワークを
示す。頻出語は、「思う」「授業」「出来る」「少人
数」の順で多かった。ネットワークの媒介中心性

の高い語としては「理解」「知る」が挙げられる。
「理解」「知る」はいずれも「生理」「遺伝子」「化
学」という分野の名称を表す語や、「難しい」「新
しい」「内容」「知識」「調べる」という語と共起関
係にあった。

表5　設問⑩の頻出語

図5　設問⑩の共起ネットワーク
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考察

設問①より、学生はこの科目を通して本科目が
目的とするコンピテンシーのうち最も伸ばすこと
ができたのは「協調性・協働力」であり、次いで
「論理的思考力」「専門力」「表現力」を身に付け
られたと評価していた。設問 2より他のコンピテ
ンシーからはほとんどの学生が「探究力」をあげ、
次いで「傾聴・対話力」「情報力」「貢献力」が身
に付けられたと感じていた。設問⑥～⑨からは学
生が「能動的」に、「これまで学んだ知識を活かし」
て「自ら考え」たと感じていることがわかった。
設問④のこの授業で良かったところを問う自由
記述の頻出語と共起ネットワークから「課題」を
媒介中心性として「意見」「考える」「取り組む」
「少人数」と共起関係が得られたことは、授業運営
形式として採用したグループワークにより、「授業
での課題に少人数で取組み、考え意見を交わした
こと」で協調性・協働力を伸ばせたと感じている
ことを示唆している。
設問⑩のこの演習についての感想・意見を問う
自由記述の頻出語と共起ネットワークでは「理解」
「知る」を媒介中心性としてこの演習で取りあげた
専門科目や、「新しい」「難しい」「できる」と言っ
た、この演習に参加することで得られた学修上の
成果に関心が向けられている。この演習で与えら
れた課題はいずれもこれまでに学んだ専門科目の
内容では扱わない、あるいは一歩進んだ「新しい」
「難しい」ものであるが、これらに取り組み、理解
できたことに自らの成長を見出していることが感
じられる。
一方で、アンケート設問①の伸ばせたコンピテ
ンシーでは「批判的思考力」が他のコンピテンシー
に比較して明らかに低くなった。
批判的思考は、学士力の重要な要素の 1つとし
て挙げており 19）、さらに，専門教育（とくに看護
教育，経営大学院など）においても、高度の知識
やスキルを土台にした批判的思考力をもった専門

家の育成が重視されるようになってきている 20）。
このようなことから、現在では多くの大学で批判
的思考を授業で取り入れているにも関わらず、批
判的思考の学修にネガティブな印象を抱く大学生
は少なくない 21）。このことが本学の学生にも影響
し、今回のような結果が示されたのではないかと
推察される。このように、コンピテンシーに関す
る教員の解釈と学生の捉え方には、多少の齟齬が
生じる可能性が示唆される。したがって、本科目
のように特定のコンピテンシーを掲げて授業を進
める場合には、学生に対してそれぞれのコンピテ
ンシーについてより具体的で丁寧な解説を加える
必要があると考えられる。
設問②のこの演習の目的以外で伸ばせたコンピ
テンシーでは「探究力」「傾聴・対話力」「情報力」
「貢献力」とするものが多かった。与えられたテー
マについて調べることは「専門力」を伸ばすだけ
でなく「探究力」や「情報力」を伸ばすことにつ
ながり、「協調性・協働力」を伸ばすことは傾聴力・
対話力を必要とし、協調 ･協働の場では「責任感」
や「貢献力」を伸ばすことになると考えているよ
うである。このように学生は 1つの授業から多様
なコンピテンシーを身に付け、伸ばしていると感
じていることが明らかとなった。
以上のことから、本科目を履修することで、学
生は科目のねらいとしていた 5つのコンピテンシー
を伸ばすことができたこと、これまでに学んだ知
識を活かしながら能動的に取り組み、自ら考える
ことで科学的思考力を伸ばせたことで達成感を得
て、この演習を履修したことに満足していること
が明らかとなった。これは、これまでに学生を指
導してきた教員が学生の到達度を把握し、5つのコ
ンピテンシーを伸ばすことができると想定した課
題を設定したことが寄与していると考えられる。
今回の演習は、第 1回授業で 5つのコンピテン
シーを提示し、この演習のねらいを説明したのち
に授業を開始した。学生は授業の期間中にこれら
を意識しながら演習に取り組み、教員は最終回で
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この演習を通して伸ばせたコンピテンシーは何か、
それが何によってもたらされたのかを考える機会
を与えた。このことで、この演習で課題に取り組
む中で、学生は自らを振り返り、それぞれがコン
ピテンシーを伸ばせたことを見出し、成長を実感
することができたのではなかと考えられる。
入学当初から続く「ときわコンピテンシー」を
掲げた教育の中で、このような機会を何度か設け
ることができれば、伸ばせたコンピテンシーを指
標に自らの成長を実感するとともに、伸ばすこと
が不十分なコンピテンシーを認識し、次に達成す
べき目標を立てることにもつながるであろう。し
たがって、このようにして自らを振り返りつつ、
獲得した能力と補うべき能力を意識しながら成長
していく力を身につけることができるようなカリ
キュラム・デザインを構築していくことが今後の
課題として挙げられる。これが可能となれば、大
学教育を終え専門職としての経験を積み重ねてい
く過程においても、臨床検査技師に必要な自らの
コンピテンシーを設定してキャリアデザインを描
くことが可能になると考えられる。
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